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　田中眞紀子文部科学相が 3 大学の開設認可を見
送った。マスコミは，一斉に「大臣の裁量権の逸脱だ」
と批判をした。拙速で配慮に欠けた対応は受け入れが
たいが，私は大臣の判断におおむね賛成である。
　確かに大臣とはいえ，1 人の人間が審議会の答申を
覆すことを乱用すれば民主主義は成り立たない。独裁
政治だといわれてもしかたない。しかし，今回の問題
に限れば，マスコミはこれまでに大学の現状を危惧を
もって報じてきたはずである。例えば，経営が不安定
な大学，入学定員に満たない大学，大学生の学力低下
などである。このような経緯を踏まえると，マスコミ
は大臣の判断にもう少し理解を示すべきだったと思う。
　仮に，田中大臣と同じ判断を橋下大阪市長がしたと
すれば，このような厳しい報道はあっただろうかと思
う。読売新聞渡邉恒雄会長は，最近の著書「反ポピュ
リズム論」の中で，「政治がここまで衰弱したのは，
ポピュリズムに毒されたメディアの責任と罪である」
と断じている。共感しながら読破した。
　3 大学からすれば寝耳に水のことで，怒りと当惑の
ことであろう。というのも，大学の開設申請にあたっ
ては，文科省に何度も足を運び，細かな指導を受け，
それに従って申請をしているからである。いいかえれ
ば，大学側からみれば，審議会や大臣の認可とは名ば
かりのもので，文科省の指示に従っておれば認可され
るのがこれまでの慣習であった。
　小泉政権のときに，規制緩和の名のもとに大学設置
基準は緩やかとなり，設置後の審査を厳しくするとの
方針が打ち出された。その審査機関としては，大学評
価・学位授与機構や大学基準協会などがある。私は，

その一員として関わってきた経験の中で，質の低い大
学をみてきた。例えば，大学キャンパスは持たず，講
義はネットで行い単位を与えている大学がある。その
ような大学ですら最終的には「承認」されており，「不
承認」の大学は皆無に近い。大学生の多くはバイトと
就職活動に明け暮れている。このような日本の大学の
現状が続けば，国際社会にはますます遅れをとること
になる。
　今回の田中大臣の決定は性急で，配慮に欠け，説明
不足な点が多い。しかし，大学のあり方を考えるよい
機会だと思う。間違っても，教育問題を政争の具とし
てはならない。最近のマスコミ報道は批判に終始し，
冷静さと大局的見地に欠けていると思う。
　大学は約 800 校，学部生は約 260 万人にも達し，少
子化が進む中 2 人に約 1 人が大学生である。800 の大
学のうち，約 600 校が私立大学で，経営を重んじるあ
まり，学生の人気を引くために校舎を立派にし，有名
教授を集めているが，マスプロ化の教育がなされてい
る。定員割れで経営難に陥る大学もあり，解散命令が
発動された大学もある。大学教育の質を高める制度改
革は　∞頭焦眉の急務である。少子化時代に，今のまま
の大学でよいとは誰もが思っていないはずである。

　このような愚見をしたためた直後に（印刷までの間
に），田中大臣は判断を翻した。マスコミや野党の攻
勢に耐えることができなかったのだろうが，「政治はま
さに衰弱している」と愕然とした。正しい考えを現実
的な対応の中で貫く信念が，わが国から失われている。

（郡　健二郎）

©
IG

A
K

U
-S

H
O

IN
 L

td
, 2

01
2

2026/10/12 19:00:55


